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発刊にあたって

本書:は，原の辻遺跡特定調査事業に伴って実施した，平成11年疫のj訴の辻遺跡発掘

言語査報告書です。

原の辻遺跡は，中国の歴史書 f鶏志{委人伝jに登場する， r一支圏jの仁王者IUと
して特定されている遺跡ですG r貌志倭人伝j に記された 3 1Jl~紀の日本に存在した国々

の中で，国の都がはっきりと特定されているのは涼の辻遺跡だけで，全問的にも

な遺跡であり，平成 9年9月に関史跡の指定を受けました。

平成10年震の船着き場付近水路等状況調査では，遺跡の中心に位置する台地下北西

部地立において，多くの弥生時代中期の環濠や後期の譲を新たに確認しました。その

ため，今年度の調査は環法等状況調査として，台地下の西部を弄ITTして環i棄や譲の追

跡調査を実施しました。調査の結果，これまで分からなかった環漆や!日河道の状況を

確認し，大陸伝来のものなどの貴重な遺物を数多く発見しました。

震の辻遺跡は，発掘調査のたびに重要な発見が相次ぎ全国的に注目をあつめる遺跡

で， ---0も早い国特別史跡の指定と保存整嬬・活用が待ち望まれます。今回の発掘調

査の成果を学術的な資料として，また文化材の保護のため役立てていただければ幸い

です。

平成12年3月31日

長崎県教育委員会教育長 木村道夫
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1.卒;書;土，原の辻遺跡特定調査事業に惇って実施した，平成立年疫の原のj土遺跡の発掘;調査報告占:

である。

2. 本書に収録した遺誌の調査地匹は，長崎県壱岐郡芦辺町深江鶴亀触't~不続・八反に所在する。

3.調査は長崎県教育委員会を主体として，原の辻遺跡言，lJ査事務所係長頃1参事)宮崎貴夫と丈化財

+.事杉涼敦史が担当した。

4.本書で使用した遺物の実説および遺物と遺構の製函は，涼の辻遺跡調査事務所がおこなっ

:J.メトLEに収録した遺物・図面・写真は，慌の辻遺棒読査事務所で保管している c

6. 卒;書の写真は，宮崎貴夫が撮影した。

いメ午、古川U)寺沢τ字以， ID. 3. (1)を宵崎貴夫が，それ以外を持JJi(敦史が担当した C

8.本書の編集:土杉原敦史による c
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1 . 遺跡の立地と環境

地理的環境

は， 九州と朝鮮半島の関に笠置する東 ませ15km，南北約17治:1，面積約139m'の島である。行

説的には長崎県 しているものの，長崎県本士との交通アクセスは続空路のみで1亘按結ぶ航路は無

い。 佐賀県[~Jé 子宮]とはフェリーで約 1 時間. 関県の博 とはフェリーで約2時間半， ジェットフ

ォイールで約 1時間 ばれている。経済的・文化的には博多の圏内である O

島の地形を概観すると， 全体的に平民である。標高約213mの岳の辻が 内の最 ある。 r司じ

く玄界灘に位置する峻険な地形の対局とは対照的な景観を有する c 島 は，第三紀の堆詰告で.

その上を 、i忌なi由形を形成している。高の南東部には「深江田原jと呼ばれる，長崎県

内第2の!去さを 予野があり，県下有数の穀倉地帯となっている。原の遺跡は，この平野に舌状

二伸び、た台:lfuを中心;こ広がっている。遺跡}芸誌は，約lOOhaの混模で¥芦辺町と石田町にまたがって

いる。台地の標高は最高部で、も18m程度で、あるが，平野全体を見渡すことができる C 遺跡の北側には

島内最大河川の繕鉾111 (全長約9km)が訴から束に流れ，約 1km離れた内海に ぐ。 この轄鉾J11を遡

ると，島西部の半域湾等の沿岸に出ることも容易である。また， ii菜i仁出l号、jは周t討を丘陵に閉まれ，

盆地状の地形となっている。

!予'Ib!J
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2歪歴史的環境

壱岐島は， t専多， jJ馬へ約67km，佐賀県呼子まで、約26km程の距離で，その;地理的条件から中大路

や朝鮮半島と日本とを結ぶ，文物の交流，交通，防衛上の中耕地点，拠点と Lて重要な役割を歴史的

に果たしてきたっ

3世紀の中医!の壁史書向車忘震人伝:1¥こは「干支出jとして記載され，弥生時代終末期の去岐の状

況が結介されている。日対局留から)市に織海という海を渡り，千余里行くと，一大国( .支出};こ

く。長官は卑狗，語!j官は卑叔母:離と呼ばれている。 1よさは問方三百里ばかり。 tfr林林が多く，

三子ばかりの家がある。ややi沼地があるが，食べるには足らない。 南北に海を詰って未などを買って

くるJ 短いが当時の壱111えを主I1る貴重な記述である ο

現壱IU支で、は約60簡所の弥生時代の遺跡が確認されているが，原の辻遺跡はそのrtlで最丈の規模

を誇り，検出，出土した遺〉構と遺物も貿，量ともに地をしのいでいることから，一支目の王都に特定

されている υ 遺跡の謁査は，古くは大正時代から行なわれてきたが，平成5年からの謂売で遺跡のiド

心となる台地を最り巻く多重の環j豪が確認され，全国的に注目を浴びたしそして涼の辻遺跡は，

;tl.~1委人伝j に記載された同の都が唯 A特定された遺跡として詳録されている。

島内で涼のj土遺跡主)タトの弥生時代の重要な集落遺跡としては，カラカミ遺跡と車出遺跡が知られる。

カラカミ遺跡は，涼のj上遺跡とi司じく弥生時代前期末から始まるり i岳地に投i喧L，環i去を巡らしてい

るが，原の辻遺跡と比べると現模は小さく遺物の内容もペコペコ劣る〈原のj土遺跡とは関留に発詳した

落が原の:it遺跡の発展過程の中で，原の辻主導で連合したものと忠われる。車IH遺跡は弥生時代rjl別

に始まり，その発詳時には原の辻遺跡は発展を遂げ、ていたため，また幡鉾)11 に位置するが，その

水系により原の辻遺跡:とも結ばれているため，発祥持より涼の辻主導の連合引こあったと考えられる c

原の辻遺跡の集部の A部が分離，形成した集落の可能性もある。胃1lilJの低い丘陵を越えると，対馬を

臨む手域湾に出る。島内外から原の辻遺跡へ入る物資の撮入ルートの島西部拠点，また島のi生{部地域

の管理拠点として重要な集落であったと推測される。

涼のj土遺跡は，集高としてJJ墳時代前期まで続いたことが薙認されている。 遺勤;から北京に設

る丘段上;こ 5U土紀頃のものと考えられる，大塚山山ゴ立が築かれており，このころまでは誌の;1:遺誌の

首長などと繋がる支配勢力が付近に存在したと考えられるが，考[Ii学的には実証されておらず， fp?を

の調査を待っところである。

6世紀から 7世紀になると，権認されているだけでも約270基もの古墳が島内 されている〉

これは長崎毘の吉墳の約半数にのぼり，そのJ!-Iでも県内最大の前方後円墳である瓦ノ勺1Jf亘(全長約93

mん同じく県内最大の ITJ壊で、ある鬼の謹古墳(直径約45m) ，金銅製馬J--~が出土した笹塚古墳(l長径

約38m)などが代去的である。壱tl誌の首長と中央政権との強い結びつきが貰えるが，これもまた，壱

岐島のq二1毘大j陸や朝鮮半島とD2I三との中経拠点としての，政略的，国括的重要性に超国すること

いなLミc
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ll.調査の経緯

原の辻遺跡の語査は， $委主辛JII流域総合整矯計画に係わる罰場整備に伴う範囲確認調査及び緊急発掘

調査を平成3年度から平成9年度にかけて実施し，弥生時代の大規模な多重環法や括著き場等の重要

な遺構や遺物を発見した。

平成5年度の調査では，遺跨の中心となる舌状の台地の東側一帯の緊急発掘調査と北側から頭側一

帯の範国確認調査を実施し，環濠をはじめとする弥生時代の重要遺構を検出した。その結果に基づい

て関保各機関で協議を行ない，子或5年疫の調査読所を含めた工事区域の約4.5haについて，非農用

地を設定して遺携の保存を因ることとなった。

平成6年度の調査は，台地北部 A若の緊急発掘調査を実施L，環:豪等の遺構を検出した。また，遺

跡の南髄の大JII地区では農道拡幅工事中に中国製陶磁器類などの代の遺物が大量に発見されたため，

を中断して調査を実施した。

平成7年度には，原の辻遺跡調査指導委員会において，これまでの調子主結果に検討が加えられた結

果，当該遺跡が「鶏志倭人伝Jrj1 の r~-支出j の王都として特定されたっ

平成8年度は，遺跡の西部品帯の課査を実施L，弥生時代仁Il:!tJJ前葉の新着工き場跡，それに付属する

石組遺構，弥生時代前期末から中部初頭にかけての水田畦畔遺構，弥生時代から古墳時代にかけての

18M)立などを確認したじ

平成9年度の調査では，橋鉾]11の弥生時代中期のIfl河道と濠等を縫認し， 1日河道内から高床建物の

部材である床大引材をはじめとする多数の建築部材や100点目、 tの朝鮮系無文土器等が出土L，低地

部分の居1t域も確認した。

!日河道の調査1については， 11巷鉾J1I流域総合整備計量iに採わる轄鉾J11の河111改修工事に伴って，平成

6年度から平成8年震にかけて実施した。その結果‘遺跡内での橋鉾JIIの弥生時代前期末から占墳時

代前期にかけての!日河道4条 2条， ?茸 1条を確認した。

また， これらの開発に伴う詩j査と平行して，台地部分の遺構薙認調査も平成6年度から平成11年度

までの予定で，継続して実施している(高元・原・大JlI地区)。その結果，台地頂上部分とその官辺

部の調査で，祭記患と考えられる高成建物の柱穴群やi互画のための台地を東西に切る濠等を検出し，

この付近-，苦が遺跡の中核的部分であることが判明したC 台地北部の高元地区では，竪穴式住居NI!F等

を検出L，この地区が居住域であることを薙認した。

平成10年j支の船着き場付近水路等状況調査では，弥生時代中期の環譲を台地下の北西部地域で初め

し，また複雑に中継し合う弥生時代後期の譲群も確認したっこのため，台地子高部における

濠ベコj衰の状況を追跡する必要が生じた。これを調査日的として，当該謂査は平成立年7月14日から子

成12年3月310の期開，長崎県教育委員会を主体に，原の辻遺跡諦査事務所が担当して，遺跡の北西

部で、台地西部縁に沿って面積1，572ばの調査を実施した。
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調査・発見年度| 発豆者・ 主な成果

大正~eHBf[j初期 j 松本友雄・せj日麻太部:学会への遺跡の紹介・

型4-堅一墜山間b 調査。

昭和26~39ifミ

ー「
年
一
年

A
H
U

一
日
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ザ

2
一
4

門

H
H

一

円

H
H

4

ホー一
C
小，

刀
口
一
刀
口

九学会・京極考吉学会|住居跡，墓域の確認c ト骨，貨泉出土。!卓の辻 l'.程式の

石器から鉄器へ転換した典型的遺跡の言判註

置場整需で大原地区ーから線形~lriJ 剣 2 ・鍛え 1 H:\ t 。東亜考吉学会

長崎県教委 大原地[乏で，偶人の基盤整備に伴って翠棺基51・石結基

19を発見し，戦国式銅剣 1.トンボ二五など出土。

大JlI地区，原の久保A地区，涼の久保B地匿などの芸域

iを禿見。大111地区では，五格規矩鏡，有鈎錦斜など出土。
遺跡が台地 r:に広域に拡がることを

播鉾111総合整備事業に伴う範同i確認調査。災害に伴う
環濠の一部などを発見する。

台地東裾で環濠，大講を確認し，遺跡が大規模な多電環

あることがれj明する。各種の膨大な資料が出土

昭和51~52年 長崎県教委

一一一一一一一一一ト ー一
平成 3~5 年 ;長崎県教委・芦辺・石

1m町教委

平成5年 [長崎県教委・

田町教委
--l--ヲ
ヲペ:;10

平成6年 j長時県教委・辺i司令敦|捺地区のi吉j台部分で高床建物群を確認吉元地[乏で弥生

j委 !中期~吉明拭初頭の住毘跡13事[=，土壌30基なとぐ

し， !、骨， なと功土するつ

平成 7年 長崎県教委・芦辺・石;原地民高台部分で弥生時代高床建物群と市墳時代初頭堅

田町教委 i穴式往活路:， j豪2条など薙認。大111地!Zの墓域調査。認
査指導委員会で十一支民の王都であることが特定される。

長崎県教委・芦辺・石!遺跡北1!!IJと需側の水田部分に弥生中期の居住域が拡がる
El::l町教委 ;ことを確認する O 新たに濠や!日?I吉道なども確認し，ココ

ヤシ製筒なとご出土する O ず?地南側の八反地区で，船着き

場1ftffiと水出畦i量購を発見する c 原地試でj豪と竪穴式住居
，を確認する。原ノ久保地rRでは墓域を確認し，内行花文

などが出土する。

平成9年 !長崎晃教委，芦辺野教 遺品，~~ヒ丙[吉ßの i露出予定地で 弥生時代中期の!ト道

;委 L，高床式建物の味大づi材を発見する。池田大京地11.
で濠を確認するの原地区では濠と竪穴式住民会を確設する c

平成時 [長IU説教委芦辺町教|不倒包で弥生問中期のi白河道，弥生時間l期から後
:委 J誕のi白河道，弥生時代中期の濠1条，弥生時代長期の議

5条，弥生時代や吉境時代の溝などを薙認し，前撰時代

同五諒室長や三翼鍛などが出ゴこす一るつ

平成立王子 !長崎県教委・芦辺町教!弓守主・八反地区で弥生時代中期から j守壊時代前期のlEl河

弥生時代中期の環濠3条，弥生時代後期の濠1条，

弥F十一時代中期から技期の土器溜 古墳時代前期の講:など

し，新時代の貨泉4枚， ~~浪系の青銅製馬車兵ヲ

板状主)~斧，弥生時代長期から吉墳時代前期の金鎚， ト骨

などが出土する。

王子成8年

第 1表 これまでの療の辻遺誹の主な講査の経緯と成果
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第 2~ 平成10年迄の調査或果による主要遺講監護国 (1/8隻000)
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第 3~事調査霊童E置国 (1/8芳 000)
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乱調 査

1. a露査概要閣3毘第7毘~第1Ol2Q)

調査は，遺跡の中心に位置する台地下北西部，誌の辻遺識調査事務所間近の非巽沼地に，基本的

に北からA1/ (315m')， B (575. ，C区 (52n()，D[玄 (94. ， E fK (535m2人合計し572

m"を設定し

基本土層(え若干の色の違いがあるものの，各区で共通である O

11言は3)1!在の水田f乍上層である C

2層は a，bの2つの層に細分されるが， 2 a層は現夜の水田下層土である J 2 b層は近i迂から明

治頃の陶磁器なと'7J'tll L，近世から近代のぶ出のド層士と考えられる c

3層は，時代の染付等が出土した 3a f討が中ilt，七日fpi7，i1: .須恵器等がlH上する 3b患が古墳時代か

ら占代のそれぞれ水田層であるつ

この 3b層の下に部分的に黒褐色系の土屑が存在する場合がある。この桜は，布留式 L器等が出土

し，吉墳時代前期の水と考えられるっこの層は概ね弥生時代のIElIllf進むこあり，この層のれまIU

を埋め立てて作った弥生時代後期から古境時代前期にかけての水田層が存在するこ時期決定と

構挨It'Iのi対面においてメルクマールとなる重要な土層である。

なお，造物の取り上げ層泣と土!吾包]との椙関は次の立nくであるの A 1号!日iDJ道出土遺物のlV層は

7問の土層にはなく， 1号事と 1号!日河道に挟まれた， 11]河道の東岸付近で出 Lしたものである O

B 1 ~4'IR汗道出士遺物の百 a 層が第 8 医の 7 a ~ 7 g と第11国の 7b胃， IY b騒が第8図の 7h 

~ 7 層と第11 ['.f{1 の 7c~7e 京f ， lV c騒が第11llilの8c 腎を除く 8a~8 註/腎， lV d層は土!尋問に

は現れていないが，河道内にあった高状に残っていた碕土層から出土したものであるc2号!弓in]道出

土遺物の I層は第9出の 7層，豆容は8・9層，謹層は16腎から+-.したものである c 土器詣出土遺

物の I層は第9[メ!の101員， II a層が11層， II b層が12j苦， II c署が13層， m層が14穏から出土したも

のである。

また，全読売[互において古代以降度重なる71<.111造成のための誇11'1"をうけており，弥生時代の遺携も

と半部分に損傷をうけている。

2費遺 構 L第 4 l2Q~ 第 6 ~耳 j

(1) 1日河道(第11国，第131'ZJ~.第 18t豆J)

!日は， 3条確認した。 3条ともに，現夜のi暗鉾)11の支流に担当すると忠われる c

1号Irli可道:i，AI支で東岸部分， B区でj湾岸を確認した。また，今年定環濠等状況調斉に先だ、って

した， [刃器事業調査不f[基地区調査i玄においても検出しているう き場付近水路等状況

一- I 一一



調査のC区で東洋部分， E区で西岸部分を薙認Lた河道に繋がるものである。

昨年度の調査では，推定幅約15mで， Tおから北方向へ;哀れて本流と流したものと考えられた。東

りのI11史認から玖I式・宜式土器したが，中央部分と推定される部分から弥生時代?表明

の遺物が出土したため，誌々に埋没しながらも汗道中央部分は弥生時代後期まで残存したものと考え

られた('11在言ましたj菜さは手守80cmであるの

今年度の調査では， B において最)(1幅約2Jm，最深部約 1mを諜認したっそして時期の異なる 4

条以上の流路を薙認したわこのため，昨年度考えられた徐々に埋没Lながらも河道rll央部分は弥生時

代後期まで残存したという;1え況ではなく，幅なども違う各時期の;末路が複雑に互しミに切り合っている

ことが明らかになった。各詩ER%~jUの詳細な時期を検討することが今間の報告には間に合わなかったが，

時揺II屈は域ノ越式土器から布留式士器までである。 傾向としては，域ノ越式土器や加、玖I式土器は汗

j亘の西i宇部に集中して出二iてし，弥E七時代後期の士器は河道111央部より東側に集中しているハ高官式土

は再選東岸部と中央部の間に集r!1する。須玖E式土器は西岸部をi往き豆全体に)よく分布する。

これらのことと河道内日長の状況から， jl百岸部は弥生時代r}1期前葉に埋まり，その後中期?を葉までは

流路は広範に流れを変えたが，後期から古墳時代前期にかけて残りの同半分の部分は埋め立てられて

水沼となり，河道:土東半分を残すのみとなったと考えられるく東洋の

高IJ'F-されオく1E1とされた)jラ語、も言立められる。 は主主認できなかったが水出の芹Hil'本のために

て J亘の一古1¥を理め残した可能性もi告し、そしてL1;墳時代前拐にはがJj皇内は全て埋め立てられて

水田となり，この水田の用排水のために新たに溝(1号講)が揺られたものと考えられる c

また，床のに霞かではあるが， ;i三をべてその間に木を押さえるようなÆ~で6を置いた遺構

を確認した。可を渡るための施設の基礎の可能性が考えられる c

2号1m可迭は， EI乏で検出した。東岸は確認できなかった。台地と搬出地の僅かな開を南から北に

流れ，1号i百河道と含流するものと考えられる c 河道内の一日長は3層に分かれフ トj言;からは古代の須恵、

中脅からは弥生時代後期の上器から古式上射器や，台地または抜高地縁の土器j留から流れ込ん

と考えられる各韓の鉄器類， 下層から弥生時代中期から後の土器が出土したc 長さ約 7mを確認し

たっ

また戸Ti亘i人j北部部分で中層，

櫨設の基礎の可能性が考えられる c

から本を設べておiを打った遺構が検出したが，河を法るための

3号IEI河道は， トレンチにより確認したE[Rの 2号涯の下に存在する弥生時代中期からf麦芽jのillJ道

である。弥生時ftt麦芽Jから吉墳持代前期にかけて埋め立てられて水田fとされたものと考えられるが，

詳細は今設の課題である。多くの木製品が出した。

(2) 譲{第12国)

4条検出し

1 は，最大幅約3m，最深部約70cmを 1)宅長さ約26mを

-8-
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須玖 I 式上器吉段階から弥生時代後期末の[-.が出 ~tこした c A . C区 .D区 .B で検出し，台地

に沿うような形で北から南にくねりながら走り， B区内で止まる。台地を取り巻く多重環濠の

にあたる c 古5の!去を一段探く掘り下げているが，目的は不明で、ある。

2号譲は，最大幅約3m，最深部約80cmを混Ijf)，長さ約30mを確認した(国語事業sJ品交i足分合む)0

須玖I式土器古段搭から l+，-t長時代前期の土器が出L:したo A[X: . C区 .D区で救出し， 1号{去に沿う

ような形でjとから出にくねりながら走り， D反内で止まる。多重環j衰の，Jli去にあたる。

354J奈は，昨年夏の船着工き場付近ブ1(1f等状況調査のC区で検出した濠に繋がるものである。弥生時

代中期の遺物が出土した。昨年度は北東から南西に走り，そのまま 1号!日河道と合流すると想定して

いたが， A!まに入ったすぐの所で11-.まった。多重環濠の外濠にあたる。

昨年度の調査で，弥生時代読期の譲が河道に合流せず止まっている状況を確認したが，今回の調査

で中期の濠もまた，河道と合流することなく止まることを薙認することができた。 描まった雨水排水

や河道と誌との関の訪御上の際関をどう処理したのかなどの問題の解明は今後の課題である。

また 1号譲と 2号;おま弥生時代中期前半にi揺られた長理没していくが，後期になると再び掘り産

されていることが，土層や遺物の出土状況から明らかである c 昨年度の調査では， 1~}1日道の西側

抜高地において，弥生時代後期にヰI窮までの詰住域が放棄され，かわって 5条におよぶ濠が作られた

ことを確認した。原国は， rf委田大乱jの高戟から大乱に至る軍事的緊張の高まり等が考えられる
が，この環濠の掘り直しもまた同じ原因に由来するものと考えられる。

4号j豪はヲ最大幅約2m40cm，深さ約80cm を ?~U t) ，長さ約11mを薙認した。昨年度の松着き場f付近

水路等状況調査のE区で検出した弥生時代後期の濠に繋がるものである O 掘られてしばらくして埋没

していったが部を掘り i巨して農業用水に利用するため，雨水や最下部が切り込んでいる縄文時代

の泥良質層からの湧水をj留めたものと考えられる。

(3) 溝(第13f諸，第16図~第18凶)

溝は， 3条検出した。

1号諒はA区・ D区.B[{で検出しJ号!日告す道東岸に沿って北からi主に走るつ最大幅約2m40cm， 

深さ約70cmをはかり，約30mを確認した(田裕事業調査医分合む九昨年定の船着き場付近水路等状

況i調査のC区で検出した講に繋がるものであるつ今年授のj立補事業調査不続地区調査区においても検

出し，古壊時代謡館の土器を出土している。古壇時代前期に 1 号IA1~可道が完全に埋め立てられ本田と

されたのに{半って作られた，農業用の用排水路と考えられる c

2号講はE区で検出したc 墳時代前期の水出と考えられる黒褐色粘質士を覆土とする。前述した

ように，この講のドには弥生時代中期から長期にかけての3号i口河道があり，後掛から吉i墳時代前期

に堕め立てられて水田となったと号、えられるが，本;米この水田の沼排水のための溝であった可能性が

高い。 途中に流れを調整するため板をはめ込んだと考えられる相対する窪みが岸から検出している。

そらく 2号!B河道から本をひいたものであろうが，軟弱な地盤等のために不定形になってしまった

36 



ものと考えられる。 rのi日持道同様多くの木製品が出土した。

3号溝も E区で枚出したっ明確な時期をぷす出土遺物はなかったが 2 を切っていること，

{立的に 3b層の下にあることから，出。墳時代からr+i1tにかけての溝であると考えられる。同時代の水

出の用排水路と忠われる。最大幅約 1m，最深部約50cmをはかり，約12mを薙認した。

(4) 土壌及び竪穴状遺講〈第四出~第241支!)

土壊は 7基確認した。

1号t壊はA区で検出した。長径約3m40cm，短搾約3mlOcrn，深さ約30011である。須玖I式土器

古段階を主体とする。朝鮮系無丈土器もmtした。

2号士壌はAt又:で検出したc 長径約3m20cm，桓持率01m30cm，深さ約20cmで、あるG 須玖I式土器

古段階を主体とする。 2号濠に一部切られており， 2号濠の掘られた時期の指標となる土壌で、ある。

3号土壊はB区で検出した。長夜約3m40cm，援径約2m50cm，深さ約40cmである。域ノ越式十

と須玖， 1 式土器が出土する部分と，須玖E式土が出土する部分が違うため雫時期の異なる 2 基の J~

壌が重なり合っていると考えられる。 4¥=Ji豪に一部切られる。

4号土壌はB区で検出した。長径約3m70cm，短密約 1m70cm，深さ約30cmて、ある。須玖I式←i二器

古段階から須玖E式土器を主'f:$:とする。

5号土壌はB豆で積出したc 長径約4m90cm，短箆約2m50cm，深さ約50cmである。域ノ越式土器

から須玖I式土器古段階を主体とする。 4号濠に一部切られる。

6号土壌はB!Rで検出したっ長筏約3m40cm，短径約2m40cm，菜さ約35cmで、ある。須玖I式土器

古段階を主体とする。朝鮮系燕丈土器も出土し

7号土壊はD[{で検出したc 長径約4m20cm，短徒約3m，深さ約50cmである。須玖I式仁器吉段

階を主体とする。

(5) 土器濯(第13図)

E区の2号i日道話需にある微高地縁の， 2号18iiす道や 3号18i可道にiふjう傾斜地で議認した。須玖

I式土器新段階から弥生時代後期末の遺物を主体とする。時期が混乱している遺物の出土状況から，

この土器溜は純粋なものではなく本来の土器;告が崩されて!日汗道の理め立て等に捜われたものと考え

られる。しかしながら 4枚もの貨泉が出仁し(内 1枚は2号i日河道から出土したが本来・この土器擦に

あったものが混入したと考えられる入楽誌系馬車呉やト骨も土しているため，この徴高地は何ら

かの祭銭的空間であり，そのための施設も存在したものと考えられる。今後の調売が期待される c

(6) 1号建物跡(第251詩)

A区のrp央やや間よりの， 3号濠と 1号IW可道のi習を埋めるような位置で確認した。 2x 1間の握

立柱建物で， t行行約 5m，梁行約3.5m を諮る。柱穴の揺方は径約60~75cm を測る。主軸方{立は N 8
0 
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Eをi出り 3号誌の主る方向とほぼ同じである。位誼関係から豪と111汗道!喝の防御的障u習をf里める

やぐらであった可能性が高いハ

(7) 足跡状遺構(弟;16L'X1 ~第18関)

E区で2号器内とその両側の地区において，多くの人の足跡や守二の蹄誌と見られるものが険出したc

これらの足跡状遺構:土覆十(の色から 2韓類に分けられる。黒褐色のものとH否反黄色のものである。

褐色のものは古壊時代前期の水自のもので，暗灰色のものは 3b層と!司じものであるので古現時代

から吉代にかけての水田のものと考えられる。つまり市項時代前期の水吊は，この地i互に次のf古墳時

代から吉ftにかけての司℃出カ雪作られる捺に言IJ乎をうけたカヘ窪んで、いた2号i弄の音Eう士と 1'.層士である

そのドの層に深く刻まれた足跡は残 f)，さらにこの下層土は i[j-境時代から古代にかけての水田の下層

土にもなったため，暗民黄色の足跡も加わったと考えられる。

(8) その偉

A区の2号濠と;号IH河道関の部分と BIXの1号![J河道西岸以西の一部分で多くの柱穴状ノト穴を検出

した。そのうちB[Rl号i日河道酉岸以西の部分の 1 所で碇石を転思した石裂礎盤を確認、した。
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3院選 物

今回の謂査で;えコンテナ599~宇i分175 ， 582点の遺物が出土した。その数量的な内訳は，土器. I淘能

器169， 812点，石器・石製品3 ， 848点，金罷 1製I官127，r立，木製品 176}~~，骨角製品11点である。出土遺物

の大半を占める土器・陶磁器から説明を行う。

(1) 土器・掲礎器

①AlR 1号!日irlJ道出土土器(第26国)

1・2は，輯部にヘラ誌きの羽;訳文を施す壷である。

石を含むc I斗毘体資料である。 A12[壬NI書出土。いわゆる

の色調で，目立士に石英・長イイ・角関

前期末の高槻式て、ある。

3・4は，歪である。 3は主L字形の[[縁部で.柄部には張りをもたなし迫。灰黄福色の邑諦で，

胎土に石英・長石・金主主母を含むo Al1・ 12区町署11¥土。弥生中期須玖I式新段階の資料である。 4

は， rくjの字形LI誌の斐で，l立去s'土薄い凸レンズ状!去をなす。にぶい着色の色調で，給士に石英・

長石・免i対石・金雲母を合むo Al1・ 12[><:NJ言IfJJ，-o 弥生長期中頃の資料であろう。

@B 区 1 号i日 ìï雪道出土土器(第26fミI~第32同)

5~43は，斐である。 5~9 は，面二三 1[;の口縁の歪である。色調 ti ， 5・8・9が氏褐色， 6 

がにぶしサミ褐色， 7がにぶい樟色である。胎土には， 5がfi英・長石・金雲母， 7が石英・長石・角

閃石ヲ{出土石英・長石・角間石・金雲母を含む。 6がNc層の他は， Nd層出土。弥生前期初頭、の域

ノ越式の資料である。1O~13は，逆 L字形の短い LJ縁で，上方が内髄に傾斜している資料である O 外

面はハケメ調整されるが， 11は平滑ナデ、{士一l'げされている。色調は， 10が褐灰色， 11が灰褐色， f告が

にふ;い撞色を呈する。胎士には， 11が石英・長石・角関fiを含む他は， 1i英・長イCi. fii関 h ・

を含む。 12がNd層の{自立，N c 層から 11]土 Lている。弥生中期須玖 I 式吉段階の資料で、ある。 14~

19は，逆L字形および鋤先形[J縁の斐である Q 色調ははが褐灰色， 15・17が灰黄褐色， 16が泡灰邑，

18がにぶい禁色， 19がf}己実色を呈する c 胎t.には， 15・19が石英・長石・角関七[を，地;立石英・長

-角閃石・金雲母を含む。 15がIVdl苔， 17がNb}吾の地は，N c I醤IlJ士c 14・15・17は，痘玖 I式古

段階の， 18が須玖I式新段階， 16・19が沼玖I式新段階~損玖E式占段階の資料であろう。 20は，鋤

先7f~LJ縁の丹塗斐である。にぷい黄腎色の色調でラ石英・長石・角関石・金雲母を if;土に含む c. N b 

出土。 21は，屈指iユ縁の護で，腕下土器i討が剥離しているつ 内面にはヘラ疫がみられる。にぷい

貰控色の色調で，胎土に石英・長石・角関石・金雲母・赤色砂を含む。須玖E式市段|併の資料であろ

うG N a I言l':1:tL，22~32は，翻部に断面三角形の突J;苦をも である。 22~21'土，持Ir面三角形の口議

に刻尽を施す資料で， 24は月間部突者にも実IJnを施している v 色調は， 22がにぶい赤諮色， 23がにぶい

褐色， 24が灰黄褐色を呈し， JJti:Lに22が石英・長石・戸j閃訂を合み， 11虫はイj英・長石・角i耳石・

母を含む。いずれも Nc層出一!こで，域ノ越式の資科であるつ 28は，断面三角形の口縁の査で，現下半

に突帯をもっC 褐灰色の色調で，話土に石英・長石・角関石‘金雲母を含むυ lVb"留出土で，域ノ

-39-
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式の資料であろう。 25-~27 ， 29・30ij:，逆L字形r1縁の斐である。色調;え 26・30が褐灰色， 27が民

褐色， 29が;こぶし￥赤褐色を呈する c 船十:には， 26が石英・ I長石， 29・30が石英・長記・角関石・

母， 27が石英・長石 ，f打開 (1' 金雲母・赤色砂をむ。 33~37は， iくjの字形i…i縁の在地系重きであ

るc 堀部外語は，ハケメ調整されるが， 33と36は下半部がうーデツケ;1犬のケスリ l!'1iわれていて， タタ

キ疫が残る o 37は球}訟のHFuj音i)で，成部が凸レンズ、;lJよ底をなす。内面にはヘラ痕と指オサエ痕が残

るσ 邑調は.33・35が褐灰色， 34がにぶい笹色， 36が!天褐色， 37が沃白色を呈する;;36が盟!吾， 33・

37がIVa層， 34がNdJ苔， 35がIVb I言出土。 33・34が弥生後期前半， 37が税期中頃九後半， 35・36が

後期後葉~吉墳初頭の資料であろう。 38~41は，古墳前期の歪である。 38 ・ 39は，布習{頃 i訂斐で，踊

部に縮かいハケメが減る。 38は符色， 39はにぶい黄袴色の色調で， llfiLに38は石英・長石・角関石，

39は石英・長石 2 金雲母を含む。 38はIVa i比 39はIVb壱から出上、〉古壇話題初頭の庄内式~布留式

にかけての資料である。 /10は，二重口縁の小形霊で，山陰系の資料である。黄灰色を主 L，胎 t~ニイj

英・長石・角石・金雲母を含むo IV b層H¥土 41は，鼎形腕誌の布fZ式歪である。灰童福告の色調

で，胎土に石英・長石'角関全雲[:]ーを含むοIVd層出J二。柳田壌雄氏編年(以下柳出編年)のE

b式の資料で、あろう c 112 ， 43:i， 5空の野台j支の!支部であるつ 42は掲灰色‘ 431まにぶい笹色を!乏し，胎

に石英・長石・角肉石・会主{ij:を含む、 42はIVc I語， 43はIVb層出1:。域ノ越式の資料で、ある。

44~61は，生である o 44~46は，広口の単口~-誌の査であるつ 44 ，1J、形で，いぶしたように黒色を

る。胸部外出は，上半がヨコミガキ， F'l三がタテミガキを施している c 蛤 Lに石英・長イ角間

石・金雲母を合む。 IVc層出中期初頭~前半期の資料であろう o 45は，丹りの上に黒塗りを施

した査である。にぶい笹色の色調で，石英 .1之子;を飴土:に含むc れib層11¥土c 弥生後期初頭の資料で

あろう 46は，口頭部が逆ハの字形に開く査で，頚界に断面三角形の突を巡らしている c 桜色の

，石英・長ノfi.角関石を含む。 1Vb層出 L。設期吉右半の資料であろうっ 47~50は鋭うも形n縁の

者である o 47・48はおかづ勤先形口縁で，刻日を施す。頚部には，縦位の培丈を全国に臨すo 47は，に

ぶい袴f6J' 48は渇灰色を呈L，飴tに石英・長石‘角関石・金雲母を含むo4-7lまIVb J昆 4創立五rc 

lI'r士。中期前半期の資料であろう o /19と50は，鋤先7f::.口t誌の丹塗査で， 49はu縁端部仁実IJ百を施して

いる。 50の口誌と)]には，焼成員Ifの小さな穿孔がみられる。両者ともに， [コ縁下の突帯i品dtこ，組

いH苦丈を施Lている。刊誌にぶい黄笹色.50はにぶい笹色を呈し，飴土に石英・長壬角閃石・金雲

母ーを含むo 49がlVb J忌 50がIVd J吾出土。 rjヨ期末の資料であろうっ 51は lfの丹塗古の踊部で

あるむ断面三角形の2条の突関に注はが剥落した痕跡が認められる。チしは貢通している。にぶし

をまし，絵土に石英・長石・角関石・金雲母を含む心 52~55;え複合u縁のをである。 52は， rサ

ぎみに口縁が詰曲する長頭の丹注者で，内面にしぼり痕が残る。桓色の色調を呈し，石英・長石を

胎土に合んでいる。 53は「く iの字形に口縁が賠訴する長頚査で，頭部内面にしぼり痕が入るっ n
色の色調で少二!二に石英，長石 ，f育関石・金雲母を含むつ 54・55i主主立しヴ良部資料で， 54の口縁には描

抗波状丈を誌 Lている。 55!J~ 日誌は直立ぎみに立ち上がるが、いびつで報いっくりである。 54辻に

ぶい控邑， を L，JJ台土に54は石英・長石・角関石，赤色砂， 55はむ長七を含む。 52

43 
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はNa層， 53はlVd Y，醤， 54は甑膚， 55iまNb層出土。 52は弥生後期初頭， 53は後期前半~~'fl 頃のまま料

であろう。 54と55は，出口県付近の資料であろうか。 56は，頚の!こ半を欠く長頚蛮で，小さな子j去が

つく。踊部は， 上手が斜位のミガキ，下半がタテミガキを施している。底部付近と腕部に焼成後の穿

Jしが認められる。にぶい積忽の色調で，胎上に石英・長石・金雲母を含む。匝!言出土。弥生後期末の

資料であろう。 57は在口査である。外面は，上干が縮かい縦位時丈， 下半がヨコミガキを施してい

る。踊部内面には，縮かいハケメ調整がなされる。非常に丁寧なっくりである c 黄灰色の色調で，胎

土に石英・角関石・金雲母・掲色{秒、を含む。 NbJ吾出土。6'墳前期初頭の資料であろう。 58は，朝j語、

7訟に大きく開く口総の遊で，口縁端部の下方が突出するもので，頚部から服部外語はタテミガキが施

されている。にぶい笹色の色調で，拾土に石英・長石・角関石・金雲母を含む。 Nb層出土。瀬戸内

系の影響を受けた査であろうか。 59は，庄内式系の二重日縁査の日縁部片である c 二対の円形i字文と

槙H高波状文を施している。灰オリーブ色を呈し，賠土に石英・長石・角関石を含む。民!b層出土。 60

・61は， 111陰系の二重口縁査である。 60は，踊蔀;に:能成後穿孔がみられる。 60はにぶい黄捺色， 61は

経色の色調を呈し，目白土に60はb英・長石・角関石・金雲母， 61はそれに赤色砂を含む。 60はIII

61はNaJ醤出土っ吉境前期布程式の資:科である。

62~65は，鉢である。 62は重L字形口縁の鉢で，騎下半はタテミガキを施している。 63~65は，

fくjの字口縁の鉢である。 63は丹塗土器で，部分的に黒塗りの痕誌、が残る。 64は，踊下半部がハケ

メをヘラ状具でナテ1話している。 65もタト菌をハケメの設にヘラで縦にナデ泊している o 62は褐灰色，

63と64はにぶい1登色，缶詰にぷい泣稜色の色調で， jJ会士、に64が石英・長石・金雲母， 62・63が石英・

長石・角関石・金雲母， 65はさらに赤色砂を含む。 62と63はおア c}記， 64と65がNd層出土。 62・64は

中期前半の資料で.64は擬無文土器の可能殺をもっo 63は後期初頭， 65(立後期初頭~前半期の資料で

あろう。

66と67は，高土手である。 66は，鏑先形口縁で、口fま42c訟を測る大形の丹塗高ヰである。 67は;在来系の

高i不で，内外語に暗丈;を抱している。両者ともににぶい黄笹色の色議で，胎土に66は石英・長石・角

丙赤色品、， 67は石英・長石・角肉石・金雲母を含む。 66は珪層， 67はNa層出土。 66は詰片i期

67は古墳前期初頭の資料であろう。

68・69は，器台・支i郊である。 68!ム筒形の器台で，あまり端部が広がりをもたないものである。

内面にしぼり痕がみられる。 69は，ぶ厚いっくりで，支騨と考えられる o f~整形ナデ仕上げされる c

両者ともににぶい藍色の色調で，胎ヒに68は石英・:長石・角 lJ~b- ・余雲母， 69は石英・長石・角関

e 赤色砂を含む。 68はlVd層， 69はlVb J露出上。持者ともに弥生中期の資料ーであろうかc

70は，斐桔である C 外活;立与子治に仕上げられ，内部はハケメをナデ泊している。 民黄色の色調で，

胎土に石英・長fi.角関石を含む。lVc}語出上。橋口達塩氏編年(})、 ft喬日編年j のKIIb式の資料

であろう。

71 ~83は，朝鮮半島系土器であるの 71 ・ 72 ・ 75 ・ 76は，無文土器系の資料である o 71は，九く張り

をもっ踊部に，肥された設い「く jの字彰の口絃の翠で，タト酉はハケメナデ出L，内面は乎埼にナ

-46 
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デ仕上げされるが，指オサエ痕とヘラ痕が残る。 72は，椀状の鉢で， rTJ撃:Ikの底部はおでナデツケら

れている c 75は，丸い粘土紐仁i抵の小形の斐で， 11縁の上方lまわりと平担;二日:仁げられている。内外

面ともにナデ仕仁げされ，内面には指オサエ疫が残る。 76は，断面三角形状の口縁がつく鉢で， f弓盤

状の底部と!司 ~-i国体として複元した。内外商ともに板状具でナデているようだ。 71は黄灰色， 72は援

75は灰褐邑， 76は揺灰色を呈L，.a合土に76が石英・長石・角関石， 71・75が石英・長石・角i耳石

・金雲母， 72が石英・長石・角関石・亦邑砂を含む。 71がNa'Nb層.72・76がNb層， 75がNc

H::l士。いずれも弥生中東iの擬摂文土器と考えられる。 73 ・ 77~79は，三韓系瓦質二i二器室H'で，腕部

に77が縄草丈タタキ弓を施し，内面に格子弓1えの当て具疫が残る o 73・78辻，縄背丈タタキの後にj土

稼を摘している。 79は，格子日夕タキの設に沈線を施している o 73・78が灰色， 77が灰白色， 79が黄

灰色を呈する c 79が霊層，そのf告はNb層II:¥i与 74は，翻中設が張りをもっ球状の査である。柄上

は屈転ナデで仕['，げられ，鋭い器具による沈殺が議されているっ網 I~ 半には，縄}苦文タタキを誌こ

すがと吉1)をナデ出して， 一部を縄をめぐらしたような沈線として残している。灰色の色調で，類例を

知らないが，楽j良系の灰邑泥震の査としておきたい。lV d 脅から出1:した。 80~83t土，陶質土器の安

片である。外面は， 80が格子日夕タキ， 81が格子日夕タキの後に沈総， 82とおが縄草丈タタキの後に

沈線を蔵している。 83は丸い耳が{;l¥;ミている。 80と82は，灰色の色調で，器[会jがにぷい赤褐色を呈す

る。 81は褐灰色， 83は灰褐色を呈する。 80・81がE層， 82・83が耳Tb屑出土O

以上の l号'IRii:l]道出土1:器は，N cJ長出土品が域ノ越式~須玖rr ィ段階までの古い様相をもって

いるが， 1告は時期的に混ざり，河Jllの複雑な撹乱を示したかたちとなった。字いに 1:器は， ドットマ

ップによって採り Lミるので走路のゾーニングとの検証を行えば，流路の時期をおさえること

ができる可能性もっている。今f麦の検討課題となるであろう。

!z2号IU河道出土 t器(第33民)

2すIfJ河選出土土器については，調査が3月まで、かかったため であ i入部鮮半島系土器

だけをとりあげる c なお，大略的にみると， 2 道では I層から奈良拐の須恵器 rr層が弥生後

期~古墳前期，題!語が弥生中期~投ー拐の遺物が!'H土している。

l~ 5は，無丈土器系の資料で、ある。 1は，丸い粘土経口縁の斐で，一部指で抑えた痕跡がつく。

外屈は平滑に仕上げ¥内屈は横位にナデ仕上げしている。 2(え尖りぎみに小さく外反する口縁の斐

である。 3は仁i禄が[く jの字形に強く折れ， Jニカーが平坦な鉢と思われる資料であるの器面は風fとし

ているが，百出部外面に強く指オサエを行った痕;誌がついている c 4は，いびつな形;[丈の口縁部で，

鉢であろうか判断に迷う資料であるっ外面には，縦に単j土線を施し，指オサエの痕が残っている。 5

は，突帯が残して剥落している斐と推されるものである。粗いハケが施されている。色調は，

1と4が縄灰色，之が寅灰邑. 3が!五黄色 5がにぶい褐色を主L，訟とには 3・4・5が石英・長

-角関石， 1が石英・長石.}天主砂， 2が長石を含む。いずれも E層出土品で、ある。

6 ~ 9 (立，業j良系の資科である c 6;土無/丈の道の体下半詰である 3 ロクロによる回転ナ

され. 1まから下端部はケズ 1)を丁寧に泊している 7~ 9'ま，縮かい縄草丈タタキを施L，9はさら

~49~ 



~OS~ 

92: /， 

は/L)醤芋平市裏毎日i告z密主主主語

いい
州ハ
ハハ
什ハ
ハハ
um
e
い

±竺竺竺----'-___.L._竺笠竺当

。
戸1

凶~Ol

い
い
内
け
什
ハ
1
1
1
Nい

p
f
l
u
i
l
l
-
i
i
i
A
5
1
3
 

ーハt

打什
れい
いい
、

J

ハ
刊
行
U
ハ
円
引
い
、

-門
けハ
什ハ
ハ
H
U
γ

9l 

7

2

J

杓
日

υυ
υH
UV
Lい

，J

片
パ

μれ什
い
い
い
い

、、

L LJ 
γ::(-¥ 

ハ一
判

μ
ハハハ
川一一

ー
リ
円
U
H
H
mハー

i
 

ハ
匂
J

ハ
μハ
ハハ
ハハ
ハい
い《
E

n
x
u
 

ハ
何
日
ハ
M
1
1
i

n
b
 

{

Z

?

ノ守

ti
ta
--
i}
Li
d-
、

t

j

 

i

ト
}
l
r
e
j
i
し

y
t

i
 
i
 

て¥
に
パ
一
打
ハ
ハ
ハ
十
1
i
i
iけ
は
m
l

，ム t
r
一向
υυ
υM
UL

ol 

戸どf

2:LJ二 J-



に沈線が入る査片である。い][[i]t土，当て具痕をナデ治す。 6・7は灰色， 8・9はにぶい黄誇色を呈

する。 6. 8はE層から出土o 10は，三韓系瓦質牽片で、ある C 外面i二王子行タタキを行いj主総を施して

いる c B奇灰色の色調で， II I露出土。 11~27'え関宮士器で、ある。 12は，広口の r-J縁部片である。灰

色の色講で，器内は7赤褐色を呈する o 13はノト形の宣あるいは鉢の体下部J¥-である。灰色の色調で.器

内がにぶい赤掲色を号する。 11 ・ 14~22は，縄着丈タタキをわいさらに沈殺を施す道片で， 11 ・ 14 ・

15 ・ 17~19 ・ 20 ・ 21 ・ 22は灰色， 16が青灰色を呈L-，器内が16・21が赤褐色， 17がにぶい赤褐色， 19 

が灰赤色， 20がにぶい褐色を呈する。 23は，縄意文タタ三干の素片で，灰色の色詣で，器内が赤褐色を

る。 24・25は平行タタキの後に*Hlい沈穏を施した壷片で，ローリングを受けて題¥1としている。 24

は灰色， 25は褐灰色をする c 26・27は搭子日夕タキを行う奇JA-で， 27はi二三tを平滑に仕 kげる。 28

は掲灰色， 28は灰色を呈する。 27を除いてE層から出土している。

⑤A区1号i豪出土土器(第34凶・第35問、j

1~ 1Oは， ある。 1~ 3 ・ 7 は，逆 L字lf~口縁の:査で， 7 (土踊部に断面三角形の突帯をもっC

2 . 3の脳部外i留は.ハケメをナデ消している。 1・2・7は灰福色 3はにぶい桜色の色調で， n台

士に2が石英・長石・金雲母 1が石英明長石・角閃石・金雲母ラ 3・7はさらに赤色砂を含むo 4 

~6 ・ 8~1Oは，錨先形LI縁の撃で， 8 ~1Oは胸部に街頭三角形の突若をもっている。 5 を除いて腕

部外語はハケメをナデ消している c 4・8は版褐色， 5・10がにぶい惹i色， 6が明灰掲色， 9が灰黄

褐色を呈L，飴士に 8・10が石英・長石・金主i主 5・6. 9が石英・長石・角関石・余雲母， 4が

さらに赤色砂を合むo 5 ・ 8~ 1Oが I 層， 2 ~ 4・6・7が立場， 1 が盟層から iれとしているつ 1~

3は弥生中期前葉の領玖I式古段賠， 7l土中期中頃の接rjU 式薪段i乾 4~6 ・ 8~1Oは中窮後半の

須歩、E式の資料である。

11・12は，査である。 11は，短い錨先形rJ縁の査で，頭部全周に縦もう;の培、丈がはいる。頭部内面は

ヨコミガキ調整される。 12は，口頭部を欠失した奇で，肩部{こ張りをもっ O ぷi享いっくりでヲ手段り

は重い。外面は，上半がヨコミガキ，下手がタテミガキされるっ 11はにぶい較色， 12はにぶい長持色

の色謂で，胎に11が石英・長石・金雲母・赤色紗，121土石英・長石・角関石・赤色秒、を含む。とも

にI層出七。 11は中野j前半の須玖I式， 12は後期初頭~前葉の資料であろう。 13はH塗高杯である。

にぶい樟色の色調で，話 i二に石英・長石・金雲母・赤色砂を含む。須玖豆式の資料で、ある。 14は， 1奇

形の器台である C にぶい;員二軽色の色調で，日会土に石英・長角関石・金雲母を含む。 1層出土。 15

1ま，対に把手をもっジョッキ形土器で、ある。 flを1/3ほど欠き，底部に小さな穿孔がみられる。灰

白色の色調で，胎士に石英・長石・角関石・金雲母を含む。 1麗から出土。弥生後期末の肥後系の土

器である。

⑤C 1号露出土:土器(第35留へ第37関ノ!

16~21は，斐である。 16は，逆L字形口縁の斐である。胸部;まえく張りをもっている。鐙色の色調

で，胎土に石英・長石・角的石・金雲母を含むc 17~21は，鋤先形11縁の牽で，銅部に額面三角突帝

を地りつけるもので，損部に張りをもっている。続部外商はハケメ され， 21はさらにナデ泊しさ

-51-
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れ， 17 とおは平滑に仕上げている。 20(え口縁上方に生本の謹沈殺が入る。 17~19がにぶい着色 20

が浅黄樟色， 21がにぶい黄桜色を L，胎土に:0-英・長訂・角関{j.金雲母を含むc これらは，弥生

中期後半の須玖E式の資料である。

22~36は，査であるつ 22-~25は，丹塗の無室長室である o 22と23は短い「くjの字形に思曲する

で，焼成前に 21屈の小さな穿孔を植すもの。 24とおは錨先形仁j誌の資料で， 25は焼成}誌に 21自の小さ

な穿孔を越すが， 24は穿孔は認められないっ 22・24・25の服部外面のと芋はヨコミガキされ， 22と25

のド半はタテミガキが擁されている。 22は笹色， 23は灰自色， 24・25はにぶい藍色の色謁で，日立土に

いずれも石英・長石・角関石・金雲母を合む。 23.24はI ，22・25はE岩出土。これらは，弥生11:1

期後三j三の援玖豆式の資料で、ある c 27~29(ム広口素であるP27は朝顔Jf~に江頭部が広がる

腕部に焼成後のす:孔が認められる c 口頚音15には在日分賠丈が抱されている。 28は「く j の字形に小さく

[]縁が外反する丹塗査である。胴部はタテミガキ調整がされている。 29は[く jの字形に知Lミく外反

する口縁の偏球tf;の査で，腕部は内外面ともに平滑に仕上げられている。 27・29がにぶい黄笹色， 28 

が;こぶし寸笠色を宅L，胎土に27・28が石英・長石・

， 27 ・ 29は III冨出土。 27は;長立ょに 28は後立月初I)~立~

29が石英・長6. 角 B~石を含む。 28は I

. 29は後期後半の資料であろうか。 3(ト

34L;!:，丹塗の袋;1え11蒜'1訟である c 30・31辻突帝をもたない資料で， :こ暗丈がはいり‘関部はヨコ

ミガキされている c32・33は説話にM字突有をもつもので，内面にはしぼり痕がはいる。突帝時には

32は風化して明瞭でないが， 33は陪丈を施している。 43は頚胴界と服部にM宇突若をもつもので，胸

部は偏平で異常に張りをもっている c 色調は， 32がにぶい茸較色の抱はにぶい稜色を予ーする。飴土に

は， 32が石英・長石・金支ほの地'i，英・長石・角関石・金雲母を含む。 30・33.34はI層， 31・

32はE層出-士。これらは，弥生中期後半の須玖H式の資料である。 35は複合日誌の丹塗需11頭部であ

る。内面には，しぼり痕がみられる。沃黄褐色の色調で，胎土に石英・長石・角向石を含む I層;ii士。

後期初頭の資料であるつ 36は，錨先形[1縁の丹i令室で，刻尽を施す。頭部には全思Il言文を践しているの

にぶい樟色の色調で，胎土に石英・長石・角関石・金雲母を含む。 IJ再出土。須玖E式の資料であるの

37~39，え鉢である。 37辻能jf;の丹塗土器で， {本 F端部をヘラ状具でナデつけている c 38も椀形の

鉢で，外出はハケメをナデ出している。 39は深い身のコップ'Jf;の鉢で，民fとによってほとんど剥j存し

ているが丹塗りを施している。 37.39が浅黄桂色， 38がにぶい葉桂色の邑認で，胎土に37・39は石英

・長石・角関石， 38は石英・長石・角関石・金雲母を含む。いずれも I層出土。 37は中期末~設期初

頭， 38・39は設婦の所産であろう o 40は，器台で， [1縁は強く外反L，裾部はスカート;1丈のむらくも

のである。;こぶし を呈し，H台Lに石英・長石・角関石・金雲母:を含む。 I層出士。弥と!二j走期後

半の資科であろうかc41は，逆L字形の口縁の斐掠片で，銅部は平滑に仕上げている。 浅葉監色の色

調で，石英・長石・角関6・赤褐色砂を含む。掻口編年の瓦立 a式に在i当する資料であろう。

，12は，提無丈系土器の撃である。 1討さ!日立，外面が組いハケメ調整の筏にナデ泊し， 1人11訴はケズつあ

るいはヘラナデを行っている。にぶい護色の色調'-r:， 蛤土に石英・長石，角関石，金雲母を含むつ [ 

出土。
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⑤D豆1 (第37密)

43・44は，棄である o 43は鋤先形口縁の護で，制 i二音sに断面三角形の突帯をつけている。腕外語は

ハケナデ揺している D 44は「く j王子:影口縁の大形翠で，属出部に新三角形の突帯をWiりつける o 43 

がにぶい軽色， 44がにぶい褐色をまし，胎jこに石英・長干角関正1.金雲母を含む。 U認tH土 43は

弥生中期後半の須玖宜式， 44'立後期初頭の資料であろう。 45は[]縁を欠失する袋状口縁査で，肩部に

張りをもっている。霊長部内i討にはしぼり痕がはいるつにぶい桂色の色識で，日会土に石英.f三石・角関

石・金雲母を含む。 1J這出土o "1.3期末~後期初頭にかけての資料であろう。 46はT字形の翌桔片であ

る。にぶい着色の色調で，胎土に石英・長ノfi.角関石を含んで、いるuU吾1M二七。矯r1編年のKIIb式

であろう。

U、上の 1号涼出土土器:ム弥生中期員ii葉の彊玖1式古段!若から弥生後期末までの資料を含み，弥生

中期前葉に掘削され，後期末寺iには埋没したことが推測される。

⑦A 2 号濠出土J-_器(第38~1~言開)

1 .~ 19は歪である。 iは逆 L'n~口縁の翠で，ナデft..Lげされている c 浅草一桂色の色調で，胎土に

石英・長石@角肉石・金雲母を含む。 2~ 12は鋤先形LH誌の翠で， 7 ~12は月間 ι部に i訴訟i三角形の突

帯をつけるものであるよ 6:土月間上部にむ'1)の浅い沈線が1条めくれる G 腕外萌はハケメをナデ出すも

のが多いが， 3・6は王子i号に仕…上げている c 色調は， 2・6・11が灰褐色タ 3・5がにぶい赤褐色，

4・8・9・12がにぶい樟色， 7が色， 10がにぶい黄程色を呈する。胎土には， 2・8・12・13が

石英・長石・角関石・金雲母 5が石英・長石，金雲母・:赤色砂 3が石英・長石・角間石・

-揚色砂 4・6・7・10・11が石英・長石・角関石・金雲母， 9が石英・長石・ を含んでい

る。 2・3・6~12は H 層， 4・5はE層出土で， 3 ~ 4は弥生rj=l期中頃の須玖 I式新段階 2・5

~12は弥生中期後半の須玖E 式の資料であろう。 13~15は，丹塗斐である。 13は鋤先形口縁の棄で，

[1専に実1)日を施す。 腕上半にはM字形突守?をめぐらす。突若田には暗丈，腕下手;こはタテミガキを施

す。 14・15は，鋤先JF;LJ縁の棄である o 14は外訴を平滑に仕上'1'，内面がヨコミガキ調整される。外

屈には吉塗 i)を擁したと忠われる部分もみられる。 15は樽形の受で，外一面をヨコミガキ調整し，

内面はナデ仕上;γされる。色調は， 13.14がにぶい積色， 15がにぶい葉鐙色を呈する。 Jl台土には， 13 

が石英・長引・角閃':{i，11が石英・長石・角関~6 .金雲母・赤色砂， 15は石英・長石・角関石・

母を含む。 13・uはIII主 15は毘層LB仁っこれらは，弥生中期後半の積玖E式の資料で、ある。 16・17

は「く j字形口縁の斐である。 16は外面がハケメ調整，内面を平滑に仕上げている。 17は軒外語iの

ハケメをナデ治しているハ底部は薄いレンズ状底をなす。色調は， 16が灰葉褐色， 17がlこぶし、黄桂色

を呈L，飴土に16が石英・長6・角関石， 17が石英・長石・詩的石・金雲母を含むo 16はIIJ'忌 17¥ま

I層出土o 16は弥生法期言言葉宅 17は長期iJl頃の資料であろう c 18は，跳ね上げ仁]縁の斐で、ある。腕部

外面はハケメを}二半部をナデ消している。内面は，子i骨に仕 i二げる O にぶい経色の色調で，日台土に石

英・長石・赤色砂を含む。豆層出土c 福岡平野以東の土器である。 19li，rくj字形仁i縁の斐である
が， ij~草されいび、つな口縁である。騎部外出はハケメをナデ消し，内面はナデ仕上げされる。灰褐色

り/一一



ナ士一一γ

ノ

一

/

「

2 

3 

6 

li--uh 

fA咋詰

hiih

リいvu

i4G昭

?
i手子
iiiAt 
1
 

1

1

l

i

 

p
-
G
包

i/ 
J 

8 

20c行1O 
トーγ一一 → 

A~2 号議出土土器①( 1/4) 

~58-

第38図



O 
Zヰニユニミニヨニエ孟二

20c口、
j 

第39国 A区2号譲出土土器@(1/4)

-59-

11 



Lt 

戸
出。0<:

II 

-09-

げ/L) CD醤芋芋期警告lRlV盟G守護
守

一一一←
士竺竺ヰ

O 

9l 



24 

o 20c~ 
トーーァー「一「一「一一一 一十一一一一一一一一一一一一一~---!

第41図 A区2号議出土土器⑧(1 /4) 

-61 



の色調で，胎士に石英・長石・金雲母・赤色砂を含む。 IH露出土。採無文土器であろう。

20・21，23~-26は，丹塗査であるの 20は口縁が小さく外反する査で，胴部は外面ヒ半にハケメが五

干残るが，他は平滑に仕上げている。灰白色の色調で，胎土に石英・長石・角閃石を含む。 IIJ麗から

出土。弥生設期初頭の資料で、あろう。 21は，援合[1縁の査である。頚部外Huにはタテミガキを施す。

にぶい麓色の色調で，胎土に石英・長石・角i耳石・金雲母を含む。 III書出土。弥生後期初頭の資料で

あろう o 23~26は，袋状口縁の査で， 25・26は頚部にM字形突帯をめぐらす。 23以外は，縦位に細い

時文を施す。 25は，胸部ヒ半をヨコミガキ， ド半をタテミガキを行う。 26の胸部は全面にヨコミガキ

を行う。色調は， 25がにぶいliT諸色の他は，にぶい穆色を呈する O 胎土には， 25が石英・長石・金雲

母， 23・26が石英・長石・角関:fi.金雲母， 24はさらに赤色砂を合む。 24が思!留の他は II層出土。

これらは，弥生ヰI期後半の痕玖E式の資料で、ある。

22は，杯部が2/3ほどから屈曲してLl誌が外反する高杯である。杯部は平滑に仕上げられァ体部

に陪丈を施す。柱状部はタテミガキされる。にぶい黄樟色の色調で，飴士に一行英・長石・角閃石・金

赤色砂を含む。亜層出上で，掘り直した後に混入した弥生後期禄葉の資料で、あろう。

27は，丹塗の筒形器台で，残存長が53cmを超える大形品で、ある。口縁は朝顔形に開き，長くのひ、た

鍔部の先端には刻日を施している。口頚部から鍔上部にかけては細い暗文を施している。長、軽色の色

調で，結土に石英・長石・金雲母・赤色砂を含む。 II層出土。弥生中期後半の須玖E式である。

⑧C区27;;-濠出土土器(第42l文j)

28は，鋤先)f;[]縁の翠である。外面のハケメは下半部が風化している c にぶい黄控色の色調で，日台

に石英・長石・角関石・金雲母を含む。匝層出土。弥生中野i後半の須玖E式の資料である。

⑨DI5Z 2号濠tHf二土器(第42図・第43凶)

29~36は，歪である。 29は，鋤先7~口縁の歪である。器面は，平i骨に仕上げている O にぶい赤掲色

の~調で，胎上に石英・長石・角閃石・金雲母・赤色砂を含んでいる。 1 層 U\ 土。弥生仁1 1期後半の須

玖豆式の資料である。 30は，跳ね上げ口縁の斐で、ある O 胸部外語はハケメをナデ消し，内面は平滑に

仕上げている。灰白色の色調で，胎士に石英ー長石・角関石を合む。 II層出土。弥生中期の福岡平野

以東の土器である。 31は，鋤先形口縁のft塗棄である。 胸部外語はヨコミガキされ，内面はナデ仕['.

げされる O 灰黄色の色調で，胎土に石英・長イー角 r)~ 1:1 .金雲母を含む。 II層出土。弥生中部後一平の

震玖立式の資料である。 32・33は， rくJ''Y:Jj引J縁の査である。 33は，腕部外面を平i骨に仕上.[1¥内
miはヘラケズ 1)される。色調は， 32はにぶい黄程色， 33はにぶい褐色を主し，Bfi士に石英・長石・角

関石・金雲母を合む。 32はE層ヲ 33はI層出 to32は弥生後期j前半~中頃， 33は占墳fIIi期初頭の荘地

系警である。 34~36は，古墳前期の布皆式系霊で，球状の腕部から[く J 字形に毘折した口縁の端部

を描みぎみにおさめている。踊部1-.半には， 3，1がi条の沈線， 36が波状丈を施している。色調は34が

にぶし、黄藍色， 35が灰黄褐色， 36がにぶい耗色で，胎 r.に34・35が石英・長石・角閃石・金雲母， 36 

はさらに赤色砂を含む。いずれも I層出土で，梅田編年のIIb式の資料であろう。

37 --45は，査である o 37は，丹塗のrtu査である。器面は風化している。にぶい棒色の色調で， H台

~62-
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土に石英・長ノ{j-角関石・ i手を 38は， Iくj字形に外反する口禄の丹塗無頚者で、ある。 LJ

上方には対に2fiAずつ境成前の穿子しがみられる。騎部外出はヨコミ j/、キされ，内面はナデ世上げさ

る。にぶい黄色の色調で，話土に石英 a 長石・角関h.金雲母を含む。 39は，袋状口誌の丹塗査

である c 外面は平滑に仕上げられ，頚部に時文を施す。にぶい撞色の色調で，胎Ltこ石英・長石・角

閃石・赤色妙、を合む。し寸ごれも豆層出土で， 37・38は，弥生中期後半の須玖E式， 39は後期初頭に下

がる資料ーであろう o 40~44は， Iくj字形に内毘するLJ縁の複合r1縁査である o 40は，ぶ浮いっくり

の丹塗査である。外語はハケメ調整，内面i対話オサエ痕としぼり疫が残る o41は，外在fiが風化を受け

て，内面にはハケメが残る。 42は，頭部外出がハケメ，内面にハケメ・ヘラナデ・しぼり痕がみられ

る。誌は，頚目指界に断i両方形の突守J，粥部に2条の三角突帯をめぐらし， 1本仁半部は三骨;こ{土 l~.げて

いる。頭部i付添jは横位;ニナデ調整される。球;1犬の騎部には，焼成後の小さな穿子しが認められる o 44は

肩に張りをもっ腕部の需で，ぶ厚いっくりである。頚臨界と軒部に断面台Jf::.の突帯をめぐらす。腕部

外語はハケナデおい頭部内面がヨコミガキされる 3 色調は40・43・44がにぶい黄経色， 41・42が諸

色をし，目立 U二40 ・ 42~44が石亮・長石・角閃石・金雲母， 41がさらに赤色砂を含む。いずれも E

出上。 40が捻期初頭， 41が後期詩葉苛 42・43が後期中頃・ 44が後期前半、~中頃の資料であろう。 45

は偏球形胸部の長頚査である。頚月llij界に断:百三角形の突帝をつける。頚部外屈はタテミガキ，内出は

ヨコミガキ，腕部外語はヨコミガキされ， T寧なっくりである。にぶいl'萱色の色調で，拾土に石英・

長石・角肉石・金雲母を含む。 111書出土。弥生後期末から古墳前期初頭の資料で、あろろ c

46は，椀形で、丸iまの鉢で、あるつ器i古jはハケメをナデ泊すが，ハケメが残っている。灰黄掲急の色調

で，胎土に石英・長石・角関石を含む。 1層!HI-.u古墳前期初頭の資料であろう o 47は，主付[5が大き

くf耳目く在地系i寄与である。土干部外はハケメをナデ消し，内面はハケナデ出しの後に時文を施してい

るの柱状部はタテミガ、キをおこう。，法成前の穿子しが3筈みられる。十室邑の色調で¥胎土;こh英・

• f1]問石・金雲母を含む。 1!畜H1士。古墳前期初頭の資料である心 48は， UJIさ系の鼓形器台の妓片で、

ある。外滑に仕上げられ，受部内面はナデ，裾部内面はヘラケズ jJされる。にぶい者色の色調

で，胎土に {i英・長石・角f';~lî .金雲母を含む。古墳前期初頭の資料である o49は笠L'Y=71三口縁の

翠桔片である O 内外車jは風化を受ける。にぶい接邑の色調で， tlfi"j-_に石英・長石・角閃石・赤色砂を

含む。立層出仁。橋口編の瓦11a式であろうっ

50は， r有質土器の高部で、ある。外面は[oj転ナデ仕上げされるが，年部外部下手?誌はヘラケズ 1)の後

に回転ナデを施す。年部内i揺は，不定方向にナデ、1J:.r:げされる。揚灰色を主する。 1. 11屑1=f1土。

墳前期の布留式に共伴する資料であろう。

以 i二の， 2号議出土土器は，弥生中期前葉の須玖I式吉段{若からδ墳期の 4t任紀前三iミの資料を含

んでいる。 111苦からは.丹塗の筒形器台や袋状n縁査がAI.<からまとまって出土しており，中期末頃

にはある程度埠没していたようである。その後，後期になってE層上語まで掘り直され.古墳前期に

I層がi留り濠は埋没したようである。 2号、i豪の掘削時期については， A区の2号土壌を切ったかたち

で成立しているので 2号土壌出土土器の項でふれる。

← 65 



@A区1号士議出土土器(第滋・第451文!)

1 ~16は，歪であるの 1~11は，逆 L字形口誌の棄で，腕部 t二部に 6は沈線を， 9 へ 11が長~rn:i三角

形の突帯を付けている。色調は， 1・2・7・9・10・11がにぶい褐色 3がにぶい樟色‘ 4が灰褐

色~・ 6 がにぶい赤褐色， 8が着色を呈するコ Ij台iAJこ 2・3・7が石英ー長石， 1 i戸;石英・

-金雲母， 4が五菜・長石・角閃ri， 5 ・ 6 ・ 9 ・ 10が石英・長石・角関Ð~ .会主i主 8が石英・長

石・赤色紗を含む。 12~15は，あげま与をなす底部である。にぶい援色の色調で，陸上に12が/五英・長

在・褐色砂， 13・14が石英・長石・角閃石・金雲母， 15が石英・長石ー金雲母を含む。 16は，逆L字

形[二i縁の擬無丈士器で，器表は風化を受けるがI~J凸をもっO 口縁下には指オサエの痕鴎;が残る c にぷ

い控色の色調で，胎土に石英・長石・魚肉石・金雲母を含む。

17は，短い錨先形LJ縁の査で、ある。 i記褐色の色詣で，胎fてに石英・長石，角閃石を合む。 18は，大

形の鉢である。短い鋳先形Il誌で，胴上部に三角突帯を付すく〉

j;)、仁の I号土墳111土土器;ム弥生111期前葉の須玖I式古段階の資料で、ある。

⑪A区2号土i震出上土器(第 )

19・20はヲ逆L字形口縁の棄であるの 19は腕 j二部に三角突帯を 2条めぐらす。成部はあげ底で， 20 

はふんばりをもっている。 19がにふ;ぃ桜色， 20がにぶい赤福色の色調で，飴~tに 19が石英・長石・金

雲母・赤色砂， 20が石英・長Tj.角関石ー金雲母を含む。 21は，鋤先形1I縁の斎で9 刻日を施すっ

以上の2号二Lf費出土土器は，弥生中期前棄の須玖I式吉段i若の資料である。この2号土壌は 2

によって切られており，掘削の上限となる重要な資料である。

⑫B反3号十;重出土土器(第46[';(1)

1 ~10はラ斐である。 1 ・ 8 は，断i立F二三角形の IJ縁の査である。 8 は柄上吉1I に拡Jr面三角形の突帯が

付く o 1は明褐色， 8 がにぶL ミ桂色の色調で，飴土に石英・長石・角関石・金雲母を含む。 2~6 は

逆L字形口縁の歪である。 2・6がにぶい樟 3が灰褐色， 4がf景色， 5が明赤掲色の色調で， ~tì 

i:;二石英・長石・角間石・金雲母を含む。 7・9・10は，議先10口縁の棄で， 9・10は11同i二部に三角

突帝をfすす:;11・12は蓋である。 11は天井誌がくぼみ，器がわりと岳片道もので，丹、面は王子滑に仕上

げている o 12は，ボタン状の撮みがfすいた天井部の蓋で，身が低い陣笠状をなす。外は平滑うデ仕

上げている。 11は浅黄笹色. 12はにぶい褐色の色調で，飴土に石英・長石・角関正1.金主将:を

13・14はあげまの莞成部である。桜色の色調で，胎土に石英・長石・角関石・金雲母を含む。

灯、上の3号土壊出 l' 器は， 1・8が中身J]初頭の域ノ越式， 2 ~ 6・11が中期前菜の須玖I式古段

階， 7・9・10・12がιt1期後半の須玖II式の資料で，中期中頃の須玖I式新段階の資料が抜けて落ち

ている。中期初頭~前葉と中間技半の士壊が重複していた可語性がある。

③B区4号土壌IU土 1~第47図〉

1 ~ 7は，歪である。 1、3は逆L字形口縁の斐である。 2・3(土日開部に突苦をもち. 1と2は平

滑ナデ仕上げする c 1 は}天主褐色 2は軽色， 3はiこぶい福色の色調で，胎:tに石英・長石・角閃石

4~7 はj出先形口縁の斐で，胴上部に突苦を付ける。 7 は腐音1;が平i骨ナデ仕上げさ

66 
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れる。色調は 4・6・7がにぶい黄桂色， 5が訳黄褐色を呈し， II合土に 5が;石英・長石， 7が石英

ー長石・角閃石， 4が:石英・長石.ifj閃石・ 6はさらに赤色砂を含む。 81土丹塗の袋状口縁

査の口縁部である。にぶ の色調で， )拾土 -長石・角関石' を含む。

以上の4号土壌出土土器は 1・2が弥生JfJ期前葉の須玖I式吉段階 3・4が中WJ中頃の須玖I

式新段階， 5 ~ 7 . 8が仁11期後半の須玖豆式の資料である。

@B区5号土壇l一色土土器(第48民)

1 ~ 7は，斐である o 1・2は断面ーヲieJ-}j手口縁の斐で，外出はハケナデ指しされる。 1がにぶい整

色， 2が灰掲色の色調で，胎:十に:[，英・長石・角問主J.金雲母:を含む。 3・4は，短い逆L字形口縁

の斐で 4は刻呂を施している。柄部外面はハケメ調整，内需はナテ

認で， )J台土に4がTI英・長石・角間石・ 3 がさらにあ色砂を含む。 5~7 は，あげ底の互支部

である。 5・6はふんばりをもち， 5は指オサエ痕が残る o 5が明赤褐色， 6がにぶいお色， 7が桂

色の色調で，胎J二に石英・長石・角関石・ を含む。

「二ドー寸
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8~11は，査である 8~ 1Oは，朝顔形に広がる足、口吾である。 8 ・ 9 は，口頭部外出を王子滑に ft

r~tf，内面を 8 は平滑ナデラ 9 はヨコミガキを施している。 10はヲ頚制界に小さな三角突帯を付し，

額上部に淡い 2条の沈殺を施す。 u要部外語はタテミガキ， ij再認はヨコミガキ議撃を行う。腕部内面

には，指オサエ痕が多く残る。 8がにぶい赤掲色， 9がにぶい控色， 10が黒っぽい褐灰色の色調で，

胎士に石英・長石・角間石・金雲i辻を含む。 11は，議先形口縁の査で， rr唇に実IJ日を施す、内外IlTiと

もに平滑に仕上げている。灰福色の色調で，乱、 iこに石英・長石・角間七・金雲母を含む。

以 i二の 5 号土壌出土土器は，拡生 11 1期初頭の域ノ越式から中期 I~言葉の須玖 I 式段[請の資料で， 1 

と1O(ま援蕪文士器の可能性をもっC

⑮B区6号士噴出士上器(第49冨)

1 ~ 4はヲ }i主l'字形rJ縁の翠で， 4 (幻障上部に断面三角形の突帯をつける c 腕部外面は 4がハケ

メ民1t，2がハケメナデ消し， 1 ・3が手j骨にナデイ土とげする。 2. 3の底部は.少しあげ寂になっ

ている。 は， 1が灰謁色， 2がにぶい赤褐色 3・4が:こぶし斗立色を呈し， )J吉 J'に石英・長石・

魚肉石・金雲母を含む。 5・61ム短い勤先形口縁の査である。口鎮部は， 5がナデ仕上げ、， 6が外

揺を平滑に仕上げ陪丈を全国に施し，内面がヨコミガキされる。にぶLミ軽色の色調で，胎土に石英・

長石・魚肉石・金雲iまを含む。 7は，逆L字形[::J縁の鉢である。外語は子滑な7デ仕上げ， r舟j勾す面;は土ナ

テ

でで、しいミる o 8は，小さな帯状の粘土統の無丈土器査で、ある。卵形の胸部でp 平滑に仕上げている O 底部

はf1i盤:1えをなす。灰褐色の色調で，胎土に石英・長石・角肉石・金雲母を含む。

以上の6号7七積出土土器は，弥生中期前葉の須玖I式iE段階の資料である O

ODl5Z7号二i二1噴出土上器(第50図・第51国)

1 ~ 9は，逆L字形口縁のき主である。 4・5の底部は，ややあげ底をなす。 8・9は，腕上部に断

面三角形の突帯を付し 9は外出を平常に仕上げている。色調は 1がj天寅褐色， 2・6・がにぶい

樫邑. 3・4・7・8がにぶい赤褐色， 5・9がにぶい褐誌を呈l，給j二に石英・長石・角関石・金

を含む。1O~12は，査である o 10は，朝顔形に開く広口歪である。 LJ室長部には，全閣にn苦丈が入

る。にぶい稜色の色調で， ~fì土に石英・長石・角関:fi.金雲 j立を含む。 11 . 12は，鋤先形口縁の蛍で

ある。平滑に1J:ト，lj'た口頭部に部分暗丈を諸す。 11の頭部内i買は，ヨコミガキを施す。 11がにぷい赤

褐色，はがにぶい笹色の色調で，飴 U二11が石英・長石・角持石ー金雲i止を含み，さらに12は褐色紗

を含む。 13は詩形の器台で，外部のハケメは風化を受ける。笹色の色調で，給士に石英・長石・角田

石・:金雲母を含む。 14Lt，T字形日縁の斐桔である c 内外需はタ号に{士ト.11、ている。灰褐色の色調

で，拾土に石英・長石・角向子金雲母を含むつ

以上の 7号土壌土器は，弥生中期前葉の須玖I式吉段踏の資料で，斐棺;土橋Ll編年のKIIb式

~KIIc 式の段階のものであろう c

E 1><=土器溜出土(第26[き1

E区土器j曹は，調査が最読ま たので整理途中で，今屈の報告には露に合わなかった。
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第51盟 D区7号土壌出土土器②， EIR土器選出土土器 (1/3，1/七 1/6 ) 

-75 



べき土器と，朝鮮半島系土器につい るコ t:器i告で、は，弥生中期中演の損玖I式新段階~弥生

後期末までの土器が出十A している。 15~土，朝顔形に開く口縁の広口素である。腕部は中位に最大径を

もっJjlj形の形状で，定部は薄いレンズ;j夫立去をなす。外出はハケ調整され， 下半をナデつけて治して

いる c 関部下手には，境成後に穿孔された小さな干しが認められるのにふ;し斗宣色の色調で，給土に

・長石・角丙石・金雲母を含む。 1層出土。弥生後期ql頃の資料で，なかから貨泉が i枚出 Lした重

要遺物である。 16~18は，朝鮮半島系土器である。 16・17は無丈系土器の斐であるつ 16は，帯状の粘

土紐口;誌の霊で、ある。外屈は，ハケメをナデ治している。黒色系の掲灰色の色調で，結士に石英・長

石を含む。 17は，丸}まに近い平底で，器商は指オサエナデ調整される。褐灰色の色調で， Jlfi士に石英

・長石を含む。いずれも亜層出上。 18は， 主韓系の瓦質量制部片で，外!訴には淡い沈殺がはいる。沈

線開には，格子日状の経文を絡す。灰色の色調で，域成良好で、ある c 直!醤出土。

O筒形器台資料(第52f2<:J)

uえ平成10年度特定諒査のB区2号法南端から出士した詩形器台下三!と部である。外語ーi(土風化を受

けて，丹塗はほとんどはげ落ちている。内面には，しぼり痕，板ナデ痕が残る。灰黄急の色説で，飴

:土に石英・長石・金雲母を含む。 II層w土。 2は，平成9年震j留地調査で、出土した資料である。透か

しをもつもので，外出1土タテミガキ，内面はヘラナデの設に平滑に仕上げているつにぶい黄

謂でで、， 晶胎、二土tに石:英免.長壬伝1.角関石.金雲母を含むつ 雨者;はまえr:中ド期f読麦半の須玖E式の?資2卒半科科、?千j-ふである C

m
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2
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第52毘語形器台資料 (1/4) 
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(2) 石器・石製品(第53関~一第741記J)

剥片石器は詳組iを報告できないため，出仁点数のみを結介する。

提石器3，ナイフ形石器2，調石接19，堀石刃2が出土した。サヌカイト

出土した。 1~ 3と5は磨製石践である。 5が有茎でf也は無茎である。

では令お製石最8，台)f;

で;主部器2，石匙 iが

岩製。 1・2・5が土

器諮lJa T語. 3 が~I--器;富lJ b I脅から ILH~t した。 1 が3.9g， 2が5.5g，3が1.7g，5が3.1gを測る 0

6は石鉱未製品で、あるC 頁岩製， 2号IBi可道E層から出土:， 36.6 g 0 4と7~23は虐袈石資uで、ある。

9は折れた後石3援に転用したもの. 15は未製品。 12が蛇丈岩， 15. liが粘板岩， 16が脇野IJii層

で他は兵:者裂。 4がA 1号涼3層， 77.戸B区31言 8が2 日河lJ}言 9が2号諸国署， 10が士

器溜lJb層， 11が5号j二壌， 12・17がL#号ilWlJ a 層， 13が2号i日河道lJ}吾， 14がA区N)説， 15がB[;{

Nd屠， 16がD区3a層， 18がBI2<:Nb層， 19が2号lrlifif道E層.20がE[R3b層から出土0，1が9.8

g， 7カ{15.6 g， 8 i7'1O. 4 g， 9 7J宝6.9g， 107う'4.8g，117J{4.0g， 12カ:;'13.1 g， 13i7{40. 5 g， 147うτ

39.7 g， 15が53.3g，坊が59.1g， 17が36.1g， 18が31.4 g， 19が44.8g，20が57.7gを測る。麿製

石刻は地に 1Wtl，LH L た。 21~25は j奈石jとである o 21が粘板岩で{告は岩である。 21・22・24が2

号IEl河道E層， 23がB[)(れTc層， 25がA区3層から出上した。 21が35.0g， 22が55.1g， 23が27.2g，

24が25.9g， 25が66.7gであるのおは方柱状片刃石斧である。粘板岩裂で， 97.7 gをi贈り， C[亙1号

2層から出土した。方柱状片刃石斧;よf也に li河出上した。 27から3:3t土石撃である。 29が頁岩製で{告

は粘板岩裂である。 27がcIX: 1号濠2層， 28がBI:{2属， 29がB[RNc層， 30・31がBTZNb層， 32 

がA[;{2al吾， 33がB 3}言， 34が2号i日河道立層から出jこしたo 27が17.8g，28が20.0g， 29が

12.7 g， 30が18.5g， 31が10.7g， 32が41.0g，33が40.0gを測る。 34は}j鉛鉱か亜鉛鉱を用いた石

製把漂蔀で， 2号i司河道立脅から出土， 40.9gをi揺る G 35.36は石髪結銭車でともに頁宕を使用c 35 

が 2 号IU河i~ 豆層， 36がE区3a岩から出土。 35が19.6g， 36が12.3gを諜Ijる。 37から41は石錘であ

る。 37・38が砂岩，他は頁告を使用。 37がA区N層， 38が 1-- 潟.39 ~~40が 2 ~Ill河道 E脅から出土。

37が19.8g，38が16.7g， 39が4.8g，40が11.7 g， 41が1O.9gを謝る o 42~47は石斧である。

43は未製品である O 全て頁岩製。 42・46.47は2号!日河道立!言， 43がB Ndl言， 44がDほ2号濠2

， 45が4号;豪からlb 42が665.4g，43が198.3g， 44が387g， 45が30.17g， 46が116.4g， 47 

が117.5gを謝る o 48~91は石鎌である(未製品を含むら素材は全て頁岩を f使用。 48 ・ 53 ・ 55 . 57~ 

59 ・ 64~66 ・ 69.73 ・ 76 ・ 79 ・ 83 ・ 87 ・ 88が 2 号IRillJ道 E層， 49は1:器j鼠 50・68は7号 1:壊， 51・

54・67はB IV d層， 52はB区町署， 56.60・77が土器ifsn b署， 61がB区百 b層， 62・70がC 1 

11害. 63が f- 溜lJa}層， 71がD区2号濠2層， 72がDI/2層， 74がA N層， 75・85が2号ILJ

j可道亜層， 78が3号溝 i層， 80がB医2層， 81がl_器i留1J冒， 82・84・86・89がD区 l号濠 I雇， 90 

が2号;主21言， 91がB IV c層から出土したっ 48が28.4g， 49が185.3g， 50が59.2ε ，51が48.0g，

527う{152.6 g， 53}うす16.3g， 547う'7.5g，55i7{37.5g， 56え/'15.7g， 57i7'14. 9 g， 58i7'24. 1 g， 59i7' 

11. 7 g， 607う{9.6g，617;す6.8g， 62カ'46.9g， 63カ'22.9g， 64子うま35.7 g， 65i7'25. 6 g， 66治宝1O.8g，

7g， 68カ'50.2g， 69i7"76. 6 g， 707う'20.1g，717う'24.2g， 727デ65.3g， 73会ま36.4g， 747デ

i7 



37.4g， 75íう ~3 1.9 g， 76;]'16.1 g， 77が23.1g， 78;]τ25.1 g， 79が29.0g， 80が37.8g，81が38.1g， 

82カ宝29.5g， 83;]'25.4 g， 847う王67.2g，85;]宝22.5g， 86;]'14.3 g， 87iが49.4g，88カま15.8g， 89;]' 

17.1g， 90が16.5g， 91が18.9g を測る。 92~99は五J包丁である(未製品を含む)0 全て頁宕製。 92

・95・98が2号18河道E層， 93がB lVb 層， 94・99がE医3b 層， 96がE!R3al吉， 97がBI;{3b 

層である o 92が40.4g， 93が28.1g， 94が25.7g， 95が35.9g， 96が7.5g， 97iうτ65.5g， 98が86.8

g， 99が28.9g である。 100~165は出石・鼓器・麿石である。全て玄武岩製。 100・106・113・115・

123・.145・152がA区Z号法2層， 101;]'C 12<: 1号i豪4層， 102・105・109. 111 . 122・129・142・

146・148・151・154・156・159・160・161・163がC[X1号i豪I層， 103・107・128・131・137・138

・147・165がD1;;<: 2号j豪2層， 104・108・133・134・136がDfR1号濠 l層， 110・117・157が4

I層， 112・116・130・140・141・143・153がC毘1号濠2層， 114がA 号、濠i層， 118がAIま2

号i豪31邑 119が3号土壊， 120がAI:，<:2号i豪1，号， 121が l号土壌， 124・149・158が7号士境‘ 132

・135・144・162・164がD 2号譲 11忌 139・150が4号濠21忌 155がC区1号濠3置からlH

重さは. 142.3g~1759.9g を測る o 166と167は凝灰岩製の支弊75石製品で，地元ではクド石と呼ば

れる。 166が2号Ii=J汗道E寝， 167がB[又31，語から出土した。 166が1189.2g， 167が3620.0gを測る 0

168~ 175は白石等を石鍾に転用したものである。全て玄武岩製。 168・170がB lVb 層， 169がD区

l号法 11喜， 171~173 ・ 175が 2 号IBM道 E 層， 174がEI玄3b 層からIJL上した。重さは85.4g ~930. 6 

gを部る。 176は玄武岩裂の諜器である。 湾曲した刃部を形成して，双免の尖頭部か湾岳部を{麦1'11

るものであろう O 類例が過去に幡鉾Jll本流出j可道から出土している O 土器i官iII b層出上， 287.4gを

i贈るつ 177-~182は砥石で、ある。 177が粘板計で地{土砂岩を使用。 177が L器j邑 178がA 2号譲2層，

179がB医IVd層， 180・181が2号!日M道III醤， 182がD区2号濠21替から/J'，i二した。重さは144.1g 

、930.5gを掛る。 183は砂岩裂の石錐である o 3号!日再選から出土した。重さは177.4gをj揺る。

(3) 金麗製品(第75図~第77関)

1 ~ 4 (土，賃泉である。 1(土上器j留の I1語から/Jji:した。 2は2号IEl河道の豆軽から出土したが，

本来河i互の西i建にある土器i留にあったものが混入したものと考えられる。 3は土器溜u議から出-土し
た室内に納められていた。 何らかの祭犠行為の跡と考えられる。 4は士器j留の盟層から出土したっ j去

量は， 1が直箆22.40mm，厚さ1.40mm，重さ1.10g， }i干し6.20x 6. 40mmで、ある。 2は直径22.70翻，厚

さ1.60脱，さ2.40g，方干し7.10X6.40mmである。 3は直径22.10翻，岸さ1.40mm，重さ2.20g，方

孔6.15X7.05mmで、ある。 4は直径21.60mm， r亨さ1.35悶，重さ1.90g，方干し7.lOX7.20mmで、ある。方

孔の輪郭は 1が去百背認とも， 2 ~ 4が背のみにある C 現状は lと2が破損し. 1 ~ 3は鼠

{とも受けている。 4は良好で、ある。

5 {え楽j良製馬車兵である。青銅製で古E欠失し，高さ2.1cmヲ上径2.8cm，f1壬3.2cm，樹最大径

3.7cm，現存重量24gを測る。土器j留の縁部から出土した。 漠の楽j良部で作られた馬京共の吉sで，

形態から車軸頭の可詫牲があるが，類関より小型であるので，孔器として作られたミニチュアの馬場;
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のものと考えられる。原の辻遣部には弥生時代中期から段期に本品のみが伝えられ，ちに器としてf空間

されたものと考えられる。同時代の馬車兵としては，山口県地裁堂遺勝出十一の金銀ij~乾蓋弓 Jþ~2 }1.対

馬の唐崎遺跡十二段遺跡，蒙古塚j電器，サカドウ遺跡から

車軸頭の出土としてはB4(?;J]部となる。

相各 1点が確認されているが，

6と7は錦鍛である。ともに青銅製で 6は現存長4.57cm，最大幅0.95cm，最大厚0.40cm，重さ3.8 

gを測る。 7は現存長4.77cm，最大幅1.13cm，最大早0.52cm，重さ6.7gをj揺る。 6tま2号'1白河道E

ヲ 7はEI玄3層から出土した。また 7は鋳j査の障に鋳型がずれていた痕跡がある。

8は袋状基部をもっ鋳造鉄斧であるっ刃蔀・基部ともに援損している。 1- 弱E層から出土したc

重さ41，2gをiHrJる。今留の調査では， 1也に鋳造鉄斧は破片2が出土した。 9と10は鋳造鉄斧の再加工

品と考えられる o 9は偏平井'JJの鉄斧である。長さ4.48cm， $長4.&'1cm，重さ24.8gを灘る o f世に 1間

同様の遺物が11¥士している。 10辻基部が偏干になっており模:1犬をしているが，鉄翠の類と思われる c

長さl1.22c泌，基部将o.84cm.万部将2.49cm，重さ209.0gをj揺る。佐賀県吉野ヶ里遺跡で長さ約 7cm 

程の類僚が出土している。 9・10ともに2初日M:I亘E暑から出上した。 11と12は袋状基部をもっ鍛造

鉄撃である011は現存長14.38cm，基部将2.77cm，重さ101.5gを測るっ 12は現存長1O.80cm，さ21.1 

gをiHIJる。 11はB Nb層から， 12(土2号i日ii守道立層から出土した。 13は袋状基部をもっ毅造鉄斧で、

ある。刃部を欠失しているが，現存長5.56cm.基部l揺1.08cm.重さ15，9gを測る。基部器に段をつけ

ているc2号'IBi主主立!長から出ーした。

14は鉄鎚である。長さ7.00cm，淳さ3.71cm，穴部上i函1.48cm x 1. 56cm，下両1.Olcm X 1. 60cm，重さ

231.0gを滞る。 2号i日iflJ道E震から出上した。 来j良系と考えられるぐ鉄鎚の出土JyUで、はこれまで5

世紀を L眼としていたが，前述のように 2号IFli市立E層は弥生時ft後期から古墳時代前期jの層である

ので，これが日本最古のものとなるつ

15t土，板状鉄斧である。 2号IFl泊道の豆寝から出土した。 III語は弥生時代後期から古墳時代前期の

層であるが，類例等から弥生時代後期のものと考えられる。長さ約28.5c札幌約2.4cm ~4. Ocm，厚さ

約O.3cm~ 1. 6cmタ;重さ579.9gを測る c 万認をごく ー部欠損している地はほぼ完形品である。板状鉄

斧はこれまで日本各地で出土しており，長崎県内では小倍賀野の神ノ崎遺跡なとぞで、の出土例が報告さ

れているc 形態的には幅広で、三味線のバチ形をしてものと，組長しヰ瓦状をしているものの2種類に大

関できるが，今簡の原の辻遺跡で出土したものは， l'走者のものである。細長い板状をしており， 一方

の先議部をつぶして刃部状にしているc もっとも朝鮮半島ではどちらの形状のものも数多く出土Lて

おり.日本で発見されたものは半島で作られたものが議入されたと考えられる。名前の通りに木製の

柄をつけ斧として{吏われたものもあるが，刃は形だけでfiJfぎ出さず柄をつけて使吊した痕跡もないも

のも多く見つかっている。 読者は，いわば鉄のインゴットであり，鉄器製作のための地金の役割をも

っていたと推定される。中i誌の史書 f三国説書東夷伝や支漢書j;こは，弁韓や辰韓で鉄がとれ，

市や交易での耳'J.り引きの r~~~に鉄が貨幣として能われていたことが記されている c この貨幣とされた鉄

が後者の板状鉄斧と与えられる。鉄素材としての縞値の裏付けによって代用貨幣となったものである c
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今拐の壊の辻遺跡で出土したものはこの後者である。刃を研ぎ出した;形勝もがiを付けていた痕跡もな

い。弥生時代後期に朝鮮半島との交易によって，の~i-遺跡に搬入されたものと思われる。また， 14 

の鉄鎚と j司じ2号i日道の立震から出土している。鉄器製作のための地金と i可ーイ語位から

の出土は，弥生時代後期から占境時代前期にかけて採の辻遺跡において毅冶工房が存在していたこと

を裏づけるものであ札重要な発見であった。なお，議冶工語の場言ITについては，出;十地点が!日河道

内であり，単にその付近と 、集長く，鉄淳等の出上確認を含め今後の調査の課題である。

(4) 木製品

1 号~3 号!日道内と 2 号講内から，各種建築部材や鍬などの農具，構なと￡の生活用品等大量:の木

製品が出土した。今戸]は縄問的制約があり詳綿な報告はできないが，次の機会 したい。

(5) 号角器(第78関)

1 ~ 3は，鯨骨製アワピおこしである。 1は先端部のみであり， jて器認I!吾から出土した。 2・3

は前部，後部ともに欠失している。 2は2号11::¥1可道E層から 3は2号If1河道上のE区3b層から出

土した o 4 ~ 6 (ま骨製ヤスである34がZ号18河道E層， !Jが i二器j鼠E層， 6が2号IFlifぜ道E層から

出土した。 7(去背議である。 2号i日j可道IIf.醤から出土した。 8は骨製の矢の根扶みである。 2号!日河

道立層から出土した。 9と10は骨製結;垂車である。ともに 2号!日河道E層から出:七した。 11は鹿角

のJJ子の椀である o 2号IRiilJj皇E層から出土した。また， 土器i官匝履からト骨も出土した。

(6) 土製品(第79国)

1 ~ 7 (主務垂形のゴ二製投弾で、ある o 1が土器詣IIc層， 2がB区2J畜， 3がD 2 1層 4が

E 区l号i豪2層 5・6が土器溜IIa層， 7がB区3層から出土した。重さは lが27.4g，2が20.0

g， 3が20.0g，4が15.0g， 5が20.7g， 6が15.0g， 7 が31. 6g である。 9~11は，土器片の間

関を丸く面取りした円盤状土製dillで、ある。 9が2->Jlll;可道内， 10が2号i日iflJ道E層， 11が土器鴻 I屠

から出土した。重さが9が29.6g， 10が32.3g， 11が21.3gである。

(7) 装鯖品

のガラス小玉が2つ出上した。 1つは径3.65mmの完形品で，土器;留から出土した。もう Iつは

半欠失したもので現存最大1f:3.70mmを;揺る o 2号!日河道内から出土した。
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4歪まとめ(第80図)

最後に平成11年度環濠等状況調査の成果について諮単にまとめてみたし、遺講では. IU河道3条，

4条， l茸3条，土壌一7恭，土器溜 1，掘立:柱建物跡 1，足跡状遺構等を確認した。 以-1'，-，検出した

遺構の内容をもとに，今回の調査地区の状況の時期的変還を考察する c

弥生時代中期前半に掘られた l号濠 2 あると考えられる。原の辻遺跡では，弥生時

代前期末に居住が始まったことが過去の調査で明らかになっているが，この弥生時代rjJ期前半，須玖

1式t器古段階の時期に多重環濠が成立し，遺跡、の中央に位置する台地を中心に，本格的な拠点集落

として整講されたことが明らかになったことは，重要な発見であっ

弥生時代中期後半には多重環譲の外濠にあたる 3す濠が加わり，さらに a支同の王都としての景観

がこの持期に寵わったがヲこれら多重器誌は11五i心主の一手前で止まることも今回の認をで鳴らかになっ

環濠iよ途切れることなく完結することが防御的に考えると望ましいが，おそらくその妨栴的措完

は‘ 1号I[JitlJ道や2号IU河道なと千?地再誌に治って流れるIFJ河道が天然の要吉ーとして担っていたと与

えられる。 I日河道より南から環濠がまた始まるかどうかは，今後の謂査の課題である。また， 3 

とl号i日河iきの拐の防吾IJ的空台地に辻 l号建物跡があり q これを埋めるような状況を号そしている。 1

号建物i啓誌やぐらのような建物で，建物と濠， I白河:昼間は櫛亨IJがあったと与えられる C

土器i留辻弥生時代中間中葉をけ翠とするが'11期後半から後期を主体とする。貨泉4枚 (!付 1枚は

2号IFJ汗道に握入)や楽浪系馬車共， I、骨，数多くの丹塗り土器などを出土したこの遺構は，臨属

る抜高地に何らかの祭最施設があったことを意味しているO 遺跡内低地における祭最掩設はこれまで

されていないが，いかなる施設であったのか今誌の調査結果が期待される。

弥生時代後期になると，自然埋没していっていた l号濠ラ 2号i豪は，再び掘り直される。昨年度の

魁着き場付近水路等状況調査で，弥生時代長期に l号i日河道[f9髄抜高地における居住域は放棄され，

換わって5条におよぶ濠群が形成されたことを したっ It委主!大乱J前中の軍事的緊張状況の現れ

と考えられたが，諜濠の掘り皮しもまた，その現れと考えられる。また!日河道のうち 1号令と

3号!司j可道は弥生時11::後期から古よ費時代前期jにかけて，埋め立てられて水田がj宣告がされたと考えられ

る。「説，L;倭人伝jに記される「差右用地耕思議不足食jの状況，人口の増加に伴う食料不足の解;誌

を自的としたものであろうc2す10河道の弥生時代後期から占墳時代記期にかけての層からは，多く

の鉄製品が出土したが，評に板;Ik鉄斧と鉄鎚のtH土は，この時期に患の辻遺跡において鍛冶工房が存

していたことを裏付けるものであったc 工震の場所の特定については，今後の調査の課題である。

今回の調査においても， f委人の太[i主や朝鮮半島との交流拠点としての'支出王蔀，原の辻遺跡の重

要性を証明する多くの造物が出土したc 朝鮮系禁丈土器は出土数が減少担r{iJにあるが，これ;話題査地

医がこの土器をもたらした朝詳手島渡米の人々の集域と考えられる，遺跡北西端のi橋鉾J11 定に屈

まれた徴高地から遠ざかっていることを反映しているものであろうっ誌の辻遺跡調斉研究事業特定調

査は，来年!支も台地西部 Fの{民地をさらに高下 L，環j去や IB~可道の状況を追跡調査する予定である。
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